
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

皆さまこんにちは、社長の近藤です。3月1日か

ら4日まで、弊社の合弁会社主催の晩餐会に招待

され、インドに出張して参りました。 

その合弁会社とは、「Abhishek K Kaiho」と

いう名称で、2月16日に開催した弊社の「感謝の

集い」のイベント内で調印式を行いました。お相

手の会社はAbhishek Groupです。この会社は

シートベルトやエアバック等を作っており、子会

社を5つ持つインドの大手メーカーです。 

インドの自動車リサイクル業界のレベルはまだ

まだ発展途上です。デリーにある「マイアプリ」

というマーケットには、約15,000社の業者様が

いますが、解体業者のライセンスを持っている業

者はなんと１社だけというのが現状です。 

そのような状況の中、インドでは環境汚染が進

み、法整備の需要が高まっています。 

インドの最高裁判所は昨年、大気汚染対策の一

環として、車齢が15年を超えるガソリン車と同

10年超のディーゼル車のデリー首都圏での走行

を禁じ、さらに運輸当局に対し、違反車を発見し

た場合は押収するよう指示をしたとのことです。 

しかし、廃車するだけではなく、鋼スクラッ

プ、アルミニウム、他金属、プラスチックおよび

ゴムなどの、資源の有効活用（再資源化）需要が

インドにはあり、弊社がインドで行う意義はとて

も大きいと感じております。 

また冒頭の晩餐会でご一緒した、インドの平松

日本大使、マルチスズキの鮎川社長と自動車リサ

イクルについてお話することが出来、我々の事業

をご理解頂き、インドにおける自動車リサイクル

業の大きな需要と、後始末の重要性を感じる貴重

な出張となりました。 

  ３月１日-４日 インド出張 



 

 

  農業の取り組み ～農業事業部より～【いのちのもとにふれる!!】 

  

 皆様、こんにちは！そしてこの春、進級、進学、就職なさった皆様、おめでとうございます！ 

寒さが和らぎ爽やかな春の訪れを感じる今日この頃、いかがお過ごしでしょうか？ 

 宝達志水の会宝農園ではこの春、いろんな表情のトマトに出会うことがで

きます！先月苗を植えて今からまさにすくすくと育って行こうとしているト

マト。そして、実を赤く染め、収穫真っ只中のトマト。なぜこのように姿が

さまざまなのか・・・・・それは、楽しみにしてくださっているお客様に当

農園のトマトを一年通してお届けしたいからであります。 

「会宝さんのトマト、味がしっかりしてて美味しいよ！」というお声を多数

いただけることが、本当にありがたく幸せなことであります。 

 北陸の厳しい冬でもトマトが育つ環境作りにも、自動車リサイクルの技術

が活用されています。エコで地球を元気にしながら、今年度もお客様の元気

につながる農業を目指して邁進します。 

 当農園の「しあわせのトマト」が皆様の食卓の彩りを添える一助となりま

すように！そして、今後もご期待に応えられるよう、美味しいトマト作りに

励んでいきます！（担当：田中） 

 
☆トマトの旬は夏！ しあわせのトマトは春も美味しく実っています！ 

http://agribalance.jp/ 

 こんにちは。株式会社エコアールの石井隆雅です。今年の1月より

1年間、会宝産業で修行をさせて頂いています。 

 私は、去年の7月に3年間のシドニー留学を終え、父の会社（株式

会社エコアール）で勤務する前に、新社会人として成長すべく、会宝

産業で新鮮で刺激的な日々を送っています。現在は、自動車リサイクルの基礎を学ぶべく、生産部

に加わらせて頂いています。先輩方の仕事はもちろんですが、チームワークや仕事に対する姿勢、

考え方など見習うべきところばかりです。私の腕前はといいますと、、、これからの伸び代に期待

してください！ 

 ただ業務をこなすのではなく、将来自分がなりたい姿を想定し、自

分ならこうする、こうしたいといった考えを持ち、業務に当たること

を心掛けています。今年1年、会宝産業に微力ながら貢献できるよう精

進し業務にあたってまいります。 

 

        農業の取り組み ～農業事業部より～ 

 

 ● 今月の出番 ●          

 海外事業部 

 石井隆雅
いしいりゅうが

さんです。 



 

 

 
   今月のパチリ☆ 

    

 こんにちは。暖かくて嬉しい季節、お花や緑がきれいですね。 

 会宝産業は2013年から毎月1回ラジオかなざわ（FM78.0）様でラジオ出演をしています。出

演者は弊社社長室長の佐藤と社員1名です。社員は毎回変わります。会社の告

知など緊張しながらドキドキの生放送に出演しています。廃車の車で○○年式

走行△△キロの車がなんと！？円になったというびっくりするお話など、話題

満載の楽しいこの時間をぜひぜひ！！お聴きください。 

放送局：ラジオかなざわ（FM78.0） 

放送日：毎月第1金曜日（年始など変更あり）  

時間 ：13時10分過ぎ～13時30分 

出演者：社長室長 佐藤＆社員 

 ラジオかなざわ様では、サイマル放送と言ってHPからインターネットで生

放送も聴くことができます！ラジオが無い方も放送を聴けます♪ 

 会宝産業フェイスブックでは、ラジオ出演者などお知らせしています。ご覧

ください。写真は上から2013年、2015年、2017年、今年3月の写真です。

（担当：宮村） 

                              

社員海外レポート  
皆様こんにちは。Kaiho Middle Eastの畳谷です。 

KMEでは3月から約半年間、北九州市立大学の中新立輝さんをインターンシップの学生として受け入れる

ことになりました。 

中新さんは、”トビタテ!留学JAPAN”の派遣留学生として、ドバイを活動拠点にしています。慣れない

環境に立ち向かう姿に私自身とても懐かしいものを感じております。 

さて、”トビタテ!留学JAPAN”といえば、文部科学省がグローバル人材育成施策の一環として行う留学

促進キャンペーンのことですが、私が学生の頃は海外に目を向けたことなどなかったため、中新さんの活発

な行動力には素晴らしさを感じております。そんな活動内容を今後インスタグラムとFacebookで配信して

いく予定ですので、是非ご覧になっていただけたらと思います。このご縁を大切にし、中新さんにとって実

り多い活動となるよう、支えていきたいと思っております。 

<中新さんの抱負> 

この度御社でインターンシップ生として快く迎え入れていただきありがとうございます！半年間という限

られた時間ではありますが、KMEがあるシャルジャをはじめとする中東諸国の観光・環

境問題について学ぶことができれば幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

<トビタテ留学ジャパン せかい部> インスタグラム&公式ホームページ URL 

https://www.tobitate.mext.go.jp/sekaibu/ 

Facebook URL 

https://www.facebook.com/ryugakujapan 

From    

UAE  



 

 

 会宝産業株式会社 国内業務部 
 〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

 ホームページもご覧ください。      

 http://kaihosangyo.jp/ 

 ご意見ご要望はこちらまで  

 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島・古屋） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 3月4日に品川(東京都)で第4回KRA勉強会を行いました。KRAとは、会宝リサイクラーズアライア

ンスの略です。「今までの競争からこれからの協調へ 共にリサイクル業界を変えていきましょう」と

いうスローガンのもと、60社を超える全国の同業者の皆様と活動をしております。全国的なアライア

ンスを組むことで実現できる業界の認知度や社会性の向上、そして全国的な仕組み作りも進行中です。 

 その活動の１つでもあるのがこの「KRA勉強会」です。第４回のゲスト講師は、都内近郊では誰で

も知っている「名代富士そば」の丹社長にお越しいただき、都内を中心に129店舗ある国内事業と共

に、2013年から取り組んでいる海外事業についても中心にお話しいただきました。 

 ここでは書けないようなこともさらっとお話しいただき、多くの気づきと学びをいただきました。そ

れ以外にも参加企業間の壁のない交流の場が嬉しいなどのお声もいただいております。 

 今後もお客様に喜ばれる場づくりを進めてまいります。（担当：佐藤） 

 今月のトピックス       ～ 第４回 KRA勉強会 ～                  

  相場情報 ～生産部より～ 

 こんにちは。会宝産業の山口です。心地よい春の陽気と、花粉の飛ぶ季節になってきました。 

 さて、ここ最近上がり続けてきた鉄相場ですが、電炉生産が好

調だったと言う事に加え、市中のスクラップ発生に勢いが無かっ

た為だ言われています。そんな環境の為に電炉は引き合いを緩め

られない状況で、海外や輸出相場を国内の相場が上回っている状

態になっていましたが、3月中旬以降は市況も落ち着きを取り戻

し、スクラップ価格も横ばいに転じました。 

 4月以降、国内では需要が伸びてくると言われているようです

が、中国国内の値下げや、輸出向けの価格など、海外の相場も見

ていく必要もありそうですね。 

 2019年3月実績 

 入庫台数 1,415台          

 処理台数 1,180台     

単位：円 単位：円 

今後のKRA勉強会の開催予定 

6/10（大阪） 8/5（金沢） 


